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前回、「アグリビジネス経営塾第 381号」(平
成 21年 2月 26日発行)で述べました内容につ
き、引き続き説明したいと思います。 
前回は、「今後、国内で世界に通じる優秀な

農産物を生産、加工し世界へ輸出しようと考

えている生産者にとって、現在の信頼と自社

のブランドを守るために、「国際的に通用する

正しい HACCP」の認証取得は、喫急の課題にな
ってくるものと考えられます。HACCPが食品安
全を確保するための最良の仕組みであること

は、すでに国際的に認められていることです。  
しかし、ここにもひとつ大きな問題が隠され

ています。現在、日本国内で行われている

HACCPが、果たして「国際的に通用する正しい
HACCP」なのでしょうか?」と述べました。 
 

 
2009.3 ホーチミン市で撮影 SQF認証 

 

 
現地コメ 3種類の認証取得 

その内容を説明する前に、まず日本におけ

る HACCP推進の経緯について説明いたします。 
我が国における HACCP 方式による衛生管理
の推進は、平成 7 年の食品衛生法の改正によ
り、総合衛生管理製造過程(以降、マル総と記
載)の承認制度が創設されたことに始まりま
す。本制度では、一般衛生管理(いわゆる施設
基準と管理運営基準)の実施を基礎とした
HACCP の手法による衛生管理が適切に実施さ
れている事を書類審査及び現地調査により確

認し、これを総合的に審査した上で厚生労働

大臣が、施設毎に承認を与える制度です。(平
成 8年 5月施行) また、平成 15年 5 月の食
品衛生法の改正において、この承認に 3 年間
の有効期間を定めました。 
 

この平成 7 年のマル総の施行から、日本に
おいては、HACCPとは、マル総のことであると
の間違った考えにもとづいて、HACCPの推進及
び教育が実施されてきました。 
 

日本のマル総の問題点について、筆者が直

接、厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安

全課 加地祥文課長より、お聞きしたのは、
2007年 8月 9日(木)13:10～14:00 東京・綿商
会館において開催された「マル総の本来の目

的と HACCPの正しい理解」（JHTC主催）の会場
です。加地課長は、率直に「マル総と

Codex-HACCPは、違うものであること。」（筆者
注：Codex-HACCP とは、「国際的に通用する正
しい HACCP」のこと）、「食品の安全は、Codex
－HACCPで担保されるものであること」を述べ
られました。 
また、同様の内容の記載は、月刊 HACCP2007
年 8 月号に加地課長の INTERVIEW 記事として
投稿されています。 
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2009.3  中国深川市スーパーで撮影 

 

 
F.P.I& F.P.I. Certification 
Guelph F.T.C. Certification 

 

筆 者 等 は 、 米 国 で Food Processors 
Institute, International HACCP Alliance、
カナダで Guelph Food Technology Center の
HACCPトレーニングを修了しており、そのよう
な間違った考えではなかったですが、日本に

おいては、HACCPとはマル総を実施することで
ある、との間違った認識が横行しておりまし

た。 
実際に現場では、HACCP構築時に、構築がで
きなかったり、訳が分からなくなったりして

いる事例を多々見受けました。 
この間の修正を早急に実施し、まず「国際

的に通用する正しい HACCP」を理解し、それに
基づいて、現在の自社製品への信頼と自社の

ブランドを守るために、「国際的に通用する正

しい HACCP」の認証取得は、喫急の課題になっ
てくるものと考えられます。 
 

次回以降「国際的に通用する正しい HACCP」
について述べさせていただきたいと思います。 
内容等につき、ご意見、ご質問等がござい

ましたら直接メールお願いいたします。 
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meriken@rapid.ocn.ne.jp 
SQF/HACCP/CSR  審査員 

ISO 22000 JFARB F0035 
ISO 9001 IRCA 01192884 

HACCP インストラクター

 
法人協会ニュース 

 
◆「国産野菜の生産・利用拡大優良事業者表
彰」にて当協会会員が受賞しました 
3月18日に農林水産省内で行われた第二回国産
野菜の生産・利用拡大優良事業者表彰において、
当協会会員4社を含むグループが表彰されました。 
 

○生産局長賞 
 (有)サンワアグリビジネス(茨城県) 
 (有)トップリバー(長野県) 
 (農)北陸営農組合(富山県) 
 (有)北部農園(熊本県) 
 

○(独)農畜産業振興機構理事長賞 
 (有)トップリバー(長野県) 

受賞をお祝い申し上げます。 
 

◆書籍紹介 
 

平成20年産米 米の食味ランキング＆データ集 
財団法人 日本穀物検定協会 監修 

 

(財)日本穀物検定協会の米の食味官能試験によ
る平成20年産米の食味ランキングデータと産地の
気候や品種データを多角的に見ることで20年産米
が見えてくる。過去のデータの推移を含めて産地
別、ランク別、品種別に再編集した食味ランキン
グ解説集。米の生産・販売・炊飯に関わる人々に
役立つお米選びの虎の巻。 
 

●巻頭資料 20年産米の生産状況 
●平成20年産米 米の食味ランキングデータ 
20年産米の食味ランキングの状況分析 
20年産米の食味ランキングデータ 

●都道府県別農林水産統計データ集 
●特別寄稿 「米の食味を左右する要因」  
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